
 厳しい残暑も終わりを迎え、涼しい秋風が気持ちよい季節に 

なってきました。 

 ９月は運動会を行った体育館に散歩へ行く機会がありました。 

幼児クラスの取り組みを見て、保育者と一緒に手を叩いて応援する 

姿や、広い体育館に目を輝かせてハイハイや歩いて探索する姿が 

印象的でした。また、室内では絵本を読んでほしいと保育者の元に 

持ってくることが増えてきました。手遊びうたの絵本やお菓子が 

登場する絵本など、一人ひとりお気に入りの絵本を保育者と一緒に 

楽しんでいます。歌に合わせた仕草や表情、保育者の語りかけを 

じーっと聞く姿はとってもかわいいです。 

今月はたくさん散歩や園庭に出て、もみじの葉っぱや木の実を 

探したり、虫の声を聞いたりと魅力いっぱいの秋の自然に触れて、 

子どもたち一人ひとりの気付きを大切に過ごしていきたいと思います。 

 朝晩は涼しくなりましたが、日中はまだまだ汗をかきながら戸外で 

身体を動かして遊んでいるりす組の子どもたちです。９月は体育館で 

かけっこを楽しみ、体育館に行く日は「きょう、うんどうかい？」と 

その日その日の運動会を楽しんでいました。運動会が終わってからも、 

保育者や友だちと一緒にかけっこを楽しんでいます。また、バッタや 

ダンゴムシなど虫探しを楽しむ姿も見られます。 

 今月は音楽に合わせて楽器遊び（すず）を楽しんだり、ハサミで

短冊型の画用紙を一回切りしたりと、お友だちと一緒に園では初めての 

ことも経験しながら過ごしていきたいと思います。 

 １０/１７（木）は秋の遠足があります。保育士や友だちと 

一緒に秋の自然の中、いつもより長い距離を歩いたり、 

みんなでお弁当を食べたりして、楽しい時を過ごしたいと 

思います。 

 

 日毎に秋らしくなり、日中は風が心地良く、散歩をしたり、園庭で 

体を動かしたりするには丁度良い季節になってきました。 

９月は比較的晴れの日が多く、園庭で巧技台を使ってジャンプを 

したり、徒歩やお散歩カーで体育館や大学の森まで向かい、かけっこを 

したりとたくさん体を動かして遊ぶことができました。室内では初めて 

紐通しにもチャレンジして、とても真剣な表情で小さい穴に紐を 

通して楽しんでいました。 

今月も大学の森へ散歩に行き、秋ならではの虫たちや草花・木の実を 

探しながら発見を楽しみ、更に深まる秋を感じて過ごしたいと思います。 

また制作では、一人ひとりの手形を子どもたちの大好きなおばけの 

手に見立て、目や口はシール貼りをして楽しみます。個性豊かな 

おばけたちで部屋が賑やかになりそうですね。楽しみにしていて 

ください！ 

ちいさなたね【乳児おたより】  ２０１９年度 １０月 

あり組・ひよこ組・りす組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育者だけでなく 
周りの友だちにも興味が 

出て来て、関わりを楽しむ姿が 
増えてきました。 
最近「どうぞ」が出来るように 
なったＡちゃん。持っていた 
お気に入りの絵本をお友だちが 
貸してほしいと分かると、 
「どうぞ」と譲ってあげていました。 
 
その後、仲良く並んで座り、２人で 
嬉しそうに絵本に描かれている 
クッキーをつまんだり、パクパクと 
口を動かしたりして食べる姿が 
とてもほほえまし 

かったです。 

トレインカースロープの 

車を片付けていたAくん。 

赤・黄・緑・青 4 色ある車を 

几帳面に１色ずつ色分けしながら 

片付けていましたが、片付ける箱は 

３つしかありません。まず、赤・黄・ 

緑の車をそれぞれの箱に片付けると、 

残った青い車を見て困った表情のAくん。 

悩んだ末、青い車は３つの箱に 

分けて入れていました。 

じっくり考え、片付けを終えた 

Aくんの姿に感心した 

一時でした。 

ある日Aちゃんと 

Bちゃんがごっこ遊びを 

楽しんでいました。 

見ているとAちゃんがねこ役に 

なり、Ｂちゃんがお世話をして 

いました。保育者がＡちゃんを 

名前で呼ぶと、Bちゃんが「ちがうよ。 

ねこちゃんだよ」と言ったり、お世話を 

するときは声色を変えて「ごはんだよ」 

「おみずだよ」と優しく声をかけたり、 

Ａちゃんはねこの仕草を真似たりして 

 いました。想像をふくらませながら 

それぞれの役になりきる様子に、遊びを 

楽しむ姿にも変化が見られるように 

なってきたと感じる 

一場面でした。 


